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 区は、区内の二酸化炭素の固定量を増やすとともに、国内の森林整備の促進による二酸化

炭素吸収量の増加を図り、地球温暖化防止に貢献するため、区内における建築物の建築や  

テナント店舗等の工事の際に建築主やテナント事業者に対して協定木材及び国産木材の活用

を促進しています。 

 協定自治体産出の木材等を使用して建てられ、区から認証を受けた民間建築物等の中から、

木材の活用に先導的な役割を果たすなど、制度の発信に貢献した施設を選出して表彰する 

「みなとモデル二酸化炭素固定認証制度表彰」を令和４年４月に創設しました。 

令和７年度の「みなとモデル二酸化炭素固定認証制度表彰」では、令和６年４月１日から 

令和６年３月 31 日の期間に認証された民間建築物等の中から、協定自治体の投票を受けて、

５施設を受賞施設として選出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山の手空襲 80 周年献花 概要 

 

■日    時 令和７年 10 月１日（水曜）午前 11時～11 時 30 分  
■会    場 港区役所 915 会議室（港区芝公園一丁目５番 25 号 ９階） 

■内    容 清家愛 港区長から対象物件の代表者に表彰状及び記念品を授与しました。 

■受賞施設数 最優秀賞 １件、 優秀賞 １件、奨励賞 １件、特別賞 １件、テナント店舗特別賞 １件  

■表彰式の様子 

    

 

 

 

 

 

 

令和７年度 表彰式の概要 

みなとモデル二酸化炭素固定認証制度

の受賞施設の詳細はこちらから→ 

令和７年度みなとモデル二酸化炭素固定認証制度表彰の 

表彰式を開催しました！ 

▲受賞施設代表者と清家愛港区長（前列左から３番目） 

▼最優秀賞 愛宕山の休憩所 


